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美しい奈良の
玄関口となるために



INTERVIEW

地
元
の
若
者
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
作
り
出
し
た

な
ら
燈
花
会

　

昔
、「
な
ら
ま
つ
り
」
と
い
う
お
祭
り
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
10
年
経
っ
た
時

に
「
お
祭
り
を
見
直
そ
う
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
当
時
の
県
の
観
光
課
長
で
、

現
在
は
国
土
交
通
省
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
徳

永
さ
ん
が
呼
び
か
け
、
青
年
3
団
体
と
共
に

「
な
ら
の
新
し
い
ま
つ
り
を
考
え
る
会
」
を

発
足
し
ま
し
た
。
当
時
の
課
題
点
や
未
来
の

奈
良
を
考
え
る
熱
い
討
議
が
繰
り
返
さ
れ
た

中
で
誕
生
し
た
の
が
、
な
ら
燈
花
会
と
バ
サ

ラ
祭
り
だ
っ
た
ん
で
す
。
県
や
市
の
観
光
課

の
方
々
、
旅
館
組
合
青
年
部
も
会
議
に
加
わ

り
ま
し
た
。
平
成
11
年
に
誕
生
し
た
な
ら
燈

花
会
は
、
地
元
の
若
者
た
ち
・
奈
良
県
・
奈

良
市
が
一
緒
に
な
っ
て
考
え
出
し
た
お
祭
り

と
言
え
ま
す
。

開
催
に
あ
た
っ
て
は
苦
労
の

連
続
。
や
が
て
行
政
か
ら

民
間
の
手
へ

　

開
催
に
向
け
て
の
苦
労
は
も
ち
ろ
ん
あ
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、
火
気
厳
禁
の
奈
良
公
園

に
火
を
置
く
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ
る
と
の

お
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
奈
良

公
園
は
文
化
財
の
宝
庫
で
す
か
ら
、「
火
1

つ
に
対
し
て
消
火
器
を
1
つ
置
く
」
と
い
っ

た
案
も
出
た
く
ら
い
、
火
気
に
対
し
て
は
細

心
の
注
意
を
払
う
べ
き
場
所
で
す
。
こ
の
課

題
に
つ
い
て
は
、
容
器
に
水
を
入
れ
ロ
ウ
ソ

ク
を
浮
か
べ
る
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
キ
ャ
ン
ド

ル
に
す
る
こ
と
で
乗
り
越
え
ま
し
た
。
水
に

浮
か
べ
て
お
け
ば
、
容
器
が
倒
れ
て
も
自
動

消
火
器
に
な
り
ま
す
。
初
年
度
に
提
出
し
た

認
可
関
係
の
書
類
は
膨
大
な
量
で
し
た
。
今

は
簡
単
に
終
わ
る
流
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

や
は
り
前
例
が
あ
る
と
い
う
の
は
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。
開
催
か
ら
5
年
が
経
っ
た
平

成
16
年
に
、
そ
れ
ま
で
は
行
政
主
体
だ
っ
た

実
行
委
員
会
組
織
が
独
立
し
、
N
P
O
法
人

と
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
「
な
ら
燈
花
会
は

や
め
ら
れ
る
と
困
る
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
る

人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
こ
の
調
子
で
続

け
て
奈
良
の
伝
統
行
事
に
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

最
高
齢
は
80
代
！
幅
広
い
年

代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

　

な
ら
燈
花
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
活

動
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
会
場
の
設
営
や

広
報
宣
伝
、
総
務
な
ど
活
動
内
容
は
多
岐
に

渡
り
ま
す
。
月
1
回
の
全
体
会
議
に
50
人
程

度
、
当
日
に
は
1
5
0
人
く
ら
い
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
ね
。
60
代
で
始
め
ら
れ
、
80
代

に
な
っ
た
今
も
毎
年
来
て
く
だ
さ
る
方
も
。

当
日
サ
ポ
ー
タ
ー
は
地
元
の
高
校
生
や
大
学

生
も
多
い
で
す
。
学
生
時
代
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
夏
休
み
を

美しい奈良のために
地域と行政が一体となる
なら燈花会

奈良県庁前でもロウソクの灯りが見られる

NPO法人 なら燈花会の会 会長 中野聖子さん

中
な か

野
の

 聖
さ と

子
こ

さん
NPO 法人
なら燈花会の会 会長
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取
っ
て
来
て
く
れ
る
人
、
警
備
会
社
か
ら
わ

ざ
わ
ざ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
れ
る
人
、

会
期
中
は
ホ
テ
ル
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
す
る
県
外
の
人
な
ど
、
こ
ち
ら

が
「
や
り
す
ぎ
ち
ゃ
う
か
」
と
心
配
に
な
る

く
ら
い
熱
意
を
持
っ
て
や
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

な
ら
燈
花
会
は
、
1
人
1
人
が
ち
ょ
っ
と

ず
つ
頑
張
っ
て
大
き
な
感
動
を
生
む
の
が
魅

力
。
奈
良
公
園
の
聖
な
る
暗
闇
と
共
に
、
奈

良
の
精
神
性
と
し
て
受
け
継
い
で
い
き
た
い

思
っ
て
い
ま
す
。

大
宮
通
り
は
「
新
し
い
道
」

ら
し
く
あ
っ
て
ほ
し
い

　

な
ら
燈
花
会
の
玄
関
口
と
な
る
大
宮
通
り

は
、
元
々
は
現
在
の
よ
う
な
メ
イ
ン
の
通
り

で
は
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
奈
良
の

歴
史
の
中
で
は
、
大
宮
通
り
は
新
し
い
道
だ

と
い
う
の
が
私
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
新
し
い

道
の
魅
力
を
創
出
す
る
の
は
新
し
い
人
た

ち
、
新
し
い
ル
ー
ル
な
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
は
車
だ
け
が
通
る
道
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
す
が
、
お

花
を
植
え
る
な
ど
、
す
ご
く
努
力
さ
れ
て
い

る
の
は
お
見
受
け
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
今
ま
で
の
歴
史
に
な
か
っ
た
新
し
い
方
法

で
、
古
い
道
に
は
な
い
美
し
い
大
宮
通
り
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

民
間
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ

れ
ば
大
き
な
力
に
な
り
ま
す

　

立
ち
上
げ
の
時
ば
か
り
で
は
な
く
、
地
域

の
人
と
行
政
が
協
力
し
合
う
こ
と
で
な
ら
燈

花
会
は
毎
年
輝
き
を
増
す
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
お
互
い
が
関
わ
る
ほ
ど
に
良
い
ア
イ

デ
ア
が
出
ま
す
し
、
独
り
よ
が
り
で
は
な
い

物
の
考
え
方
を
す
る
ク
セ
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
単
に
苦
情
や
文

句
を
言
う
の
で
は
、
次
に
は
繋
が
ら
な
い
で

す
よ
ね
。
困
っ
た
こ
と
や
「
こ
う
し
た
い
」

と
い
う
想
い
が
あ
れ
ば
何
で
も
相
談
す
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。
行
政
の
で
き
る
こ
と
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
民
間
だ
か
ら

何
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
お
互
い
に

役
割
分
担
し
な
が
ら
、
き
ち
ん
と
協
力
し
合

え
ば
い
く
ら
で
も
大
き
な
こ
と
が
で
き
る
は

ず
で
す
。

平城宮跡でも燈花会を開催

多くのボランティアの力で成り立っています。

Q1 なら燈花会を知ったきっかけは？
Oさん： 小学生のころに見に来たのがきっかけです。高校時代に初め

てボランティアに参加し、大学生になってからも里帰りを兼
ねて毎年来ています。

Tさん： 子どもの頃に見に来ました。ボランティアのことは学校で知り、
今年初参加です。

Nさん： ずっと名前は知っていて、今回担任の先生からボランティア
のことを聞いて初めて参加しました。

Q2 具体的な活動内容は？
Oさん： カップを揃えたりロウソクを用意したり、当日に来られるサポー

ターさんに指示が出せるように準備をしています。
Tさん： サポーターさんが来られたら、当日の段取りを説明します。エ

リアのテーマを1人で説明するのが大変ですね。作業の合間に
みんなでお弁当を食べるのが楽しみです（笑）

Nさん： 風が強い日はなかなか火がつかないことも。点灯後は、火が
消えているものはないか、倒れていないかを見回ります。

Q3 スタッフとして、なら燈花会にどんな魅力を感じますか？
Oさん： 会場に来られるお客さんに声をかけられることが多く「今年

もすごくいいね」と褒められると本当に嬉しいです。地元の
人が楽しみにしてくれているのを感じます。

Tさん： 他の地域の夏祭りと違うのが、1日で終わらないこと。10日間
あるので、家族や友達などいろんな人と一緒に楽しめるのが
良い点だと思います。

Nさん： 今年初めて参加しましたが、先輩スタッフの皆さんがすごく
優しくて、一体感があってとても楽しいです。来年以降もぜ
ひ参加し続けたいです。

燈花会開催中の春日野園地にて、サポーターとして活動する
大学生のOさん、高校生のTさん、Nさんにお話しを伺いました。
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INFORMATION

「
平
城
宮
跡
歴
史
公
園 

第
一
次
大
極
殿
院 

復
原
事
業

情
報
館
」
オ
ー
プ
ン
！

　

国
土
交
通
省
に
よ
っ
て
、
第
一
次
大
極

殿
院
復
原
事
業
情
報
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
情
報
館
で
は
、
長
期
間
に
わ
た
る

「
第
一
次
大
極
殿
院
建
造
物
復
原
整
備
工

事
」
の
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

5
月
1
日
（
金
）
の
開
館
式
で
は
、
関

係
者
や
地
元
の
方
々
な
ど
約
60
名
が
出

席
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
あ
わ
せ
て
、
奈
良

市
立
都
跡
こ
ど
も
園
の
園
児
に
よ
る
「
風

船
飛
ば
し
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

情
報
館
は
、
第
一
次
大
極
殿
院
の
西
、

ト
イ
レ
・
休
憩
所
の
北
側
に
あ
り
ま
す
。

宮
跡
に
お
越
し
の
際
は
是
非
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
第
一
次
大
極
殿
院
の
復
原
工
事

を
進
め
る
に
あ
た
り
、
今
年
度
か
ら
大
極

殿
院
の
中
に
、
木
材
な
ど
の
資
材
を
加
工

す
る
施
設
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

平
城
宮
跡
歴
史
公
園
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す

　

朱
雀
門
の
南
側
、
史
跡
平
城
京
朱
雀

大
路
跡
の
東
西
は
、
国
と
県
が
一
体
と

な
っ
て
歴
史
公
園
の
整
備
し
て
い
る
区

域
で
す
。

　

朱
雀
大

路
の
東
側

で
は
、
国

土
交
通
省

に
よ
る
平

城
京
展
示

館
の
整
備

が
進
め
ら

れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
歴
史
公
園
全
体
の
案
内
や
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
平
城
宮
跡
の
出

土
品
や
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
現
在
、
建
物
の
建
築
工
事
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

県
が
整
備
す
る
朱
雀
大
路
の
西
側
で
は
、
交

通
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
観
光
案
内
・
物
販
・
飲
食
施

設
等
を
整
備
し
ま
す
。
現
場
で
は
、
文
化
財
発

掘
調
査
を
実
施
中
。
調
査
を
終
え
た
後
、
施
設

建
設
に
向
け
た
造
成
工
事
に
取
り
か
か
る
予
定

で
す
。

　

現
在
、
公
園
整
備
の
完
成
イ
メ
ー
ジ
図
を
、

大
宮
通
り
沿
い
の
工
事
仮
設
フ
ェ
ン
ス
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
皆
さ
ま
に
快
適
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
公
園
を
目
指
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

平
城
京
歴
史
館
ス
ペ
シ
ャ
ル

サ
マ
ー
開
催
！

　

平
城
京
歴
史
館
で
は
7
月
7
日
（
火
）〜
8

月
9
日
（
日
）
に
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
マ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。「
平
城
京
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」

を
テ
ー
マ
に
奈
良
時
代
の
装
飾
品
や
衣
装
の
展

示
、
リ
ボ
ン
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
づ
く
り
体
験
イ
ベ

ン
ト
、
謎
解
き
ゲ
ー
ム
な
ど
を
実
施
。
地
元
の

子
ど
も
た
ち
に
も
多
数
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

夏
の
夜
を
彩
っ
た

平
城
京
天
平
祭

　
「
平
城
京
天
平
祭
☆
夏
2
0
1
5
」
を
、

8
月
28
日
（
金
）〜
30
日
（
日
）
に
開
催

し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し

た
が
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

宮
跡
内
は
多
く
の
灯
り
と
光
に
包
ま

れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
。
大
極
殿
前
で

行
う
恒
例
の
「
燈
花
会
@
大
極
殿
」
の
ほ

開館式では子どもたちによる「風船飛ばし」が

ブレスレットづくりに夢中になる子どもたち

「
平
城
宮
跡
歴
史
公
園
」
完
成
に
向
け
て

平
城
宮
跡
に

更
な
る
に
ぎ
わ
い
を
!

大宮通り沿いに設置された整備の完成
イメージ図
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か
、光
輝
く
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
の
オ
ブ
ジ
ェ
、

初
の
試
み
、
第
一
次
朝
堂
院
で
の
3
6
0

度
か
ら
幻
想
的
な
映
像
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
サ
ー
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
や
平

城
京
歴
史
館
前
の
復
原
遣
唐
使
船
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
会
場
を
美
し
く
彩
り

ま
し
た
。

桜
並
木
通
り
を
彩
る

子
ど
も
た
ち
の
作
品

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
キ
ッ
ズ
ア
ー

ト
バ
ッ
ク
」
を
奈
良
市
立
都
跡
小
学
校
に

加
え
佐
保
川
小
学
校
の
5
・
6
年
生
の
協

力
で
展
示
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
夏
」。
描
か
れ
た

絵
に
光
を
入
れ
た
「
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
バ
ッ

ク
」
が
来
場
者
の
目
を
惹
き
つ
け
て
い

ま
し
た
。

秋
の
平
城
京
天
平
祭
は
…

　

10
月
31
日
（
土
）
か
ら
11
月
8
日
（
日
）
に
、

「
花
の
彩
り
と
古
代
行
事
の
再
現
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�

【
平
城
宮
跡
事
業
推
進
室
】

ホ
テ
ル
事
業
者
を
選
定

　

国
際
ブ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
核
と
し
た
、
県
営

プ
ー
ル
跡
地
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
中
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
と
な
る
ホ

テ
ル
事
業
者
の
公
募
を
実
施
。
森
ト
ラ
ス

ト
を
代
表
と
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
を
事
業

着
手
に
向
け
た
優
先
交
渉
権
者
に
選
定

し
ま
し
た
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の

事
業
者
公
募
に
向
け
て

　

現
在
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
等
の
整

備
・
運
営
を
実
施
す
る
民
間
事
業
者
の
選

定
に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
末
に
は
事
業
者
を
選
定
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
用
地
の
一
部
で

あ
る
奈
良
警
察
署
跡
地
に
お
い
て
、
現
在
、

文
化
財
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
地
域
デ
ザ
イ
ン
推
進
課
・
企
業
立
地
推
進
課
】

朝堂院に設置された、「門」がモチーフの煌めくミラーボール

秋もお楽しみに！

「国際ブランドホテル」のイメージ

「夏」がテーマのキッズアートバック

県
営
プ
ー
ル
跡
地

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
中
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INFORMATION

猿沢池南側　整備後イメージ

美
し
い
景
観
の
た
め
に

　

大
宮
通
り
の
終
着
点
に
あ
た
る
奈
良

公
園
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
訪
れ
て

も
ら
う
た
め
、
奈
良
公
園
の
抱
え
る
課

題
を
解
決
し
、
名
実
と
も
に
「
世
界
に

誇
れ
る
公
園
」
に
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
奈
良
公
園
の
将
来
に
わ
た
る
植

物
管
理
の
指
針
と
な
る
、
奈
良
公
園
植
栽

計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
猿
沢
池
池
畔
、
南

大
門
・
五
十
二
段
周
辺
整
備
の

第
一
歩
と
し
て
剪
定
作
業
を
実

施
。
平
成
27
年
度
は
、
猿
沢
池

南
側
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

猿
沢
池
か
ら
興
福
寺
五
重
塔

へ
の
眺
望
は
、
大
変
美
し
い
景

観
を
誇
っ
て
い
た
大
正
か
ら
昭

和
初
期
の
姿
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
よ
り
魅
力
的
な
景
観
づ
く

り
を
目
指
し
て
整
備
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

長
期
的
か
つ
段
階
的
な
取
り

組
み
と
な
る
、
奈
良
公
園
植
栽

計
画
。
今
後
も
整
備
の
計
画
や

結
果
に
つ
い
て
、
学
識
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
の
評
価
を
確
認
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
奈
良Free-W

i-Fi

」

つ
い
に
サ
ー
ビ
ス 

開
始
！

　
「
奈
良Free-W

i-Fi

」
の
サ
ー

ビ
ス
を
平
成
27
年
4
月
1
日
か

ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

観
光
客
の
方
だ
け
で
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
の
皆
さ
ま

に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、是
非
と
も
ご
活
用
下
さ
い
。

�
【
奈
良
公
園
室
】

奈
良
公
園
を
よ
り
魅
力
的
に
！

正倉院

奈良公園事務所
東大寺 鐘楼

二月堂 若草山

春日大社
鹿苑

鷺池浮見堂

奈良国立博物館

奈良公園奈良県庁

奈良県文化会館

興福寺

元興寺

近鉄奈良駅

JR奈良駅

奈良春日野
国際フォーラム

奈良Free Wi-Fi
サービス提供エリア図N A R A

Free Wi-Fi

Wi-Fiサービス提供エリア

大宮通り

猿沢池池畔+南大門・五十二段周辺

平成26年2月の景観

平成26年4月の景観

将来の目標景観

今後、数年かけ
段階的に

植栽整備を実施！
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「ぐるっとバス」の路線図

冬
の
彩
り
「
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
ま
す

　

昨
冬
、「
な
ら
瑠
璃
絵
」
と
「
木
下
大

サ
ー
カ
ス
」
の
開
催
に
合
わ
せ
て
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
冬

は
ク
リ
ス
マ
ス
前
の
12
月
中
旬
〜
お
水
取

り
の
終
わ
る
3
月
中
旬
ま
で
、
点
灯
の
期

間
と
区
間
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
実
施
予

定
で
す
。

�

【
道
路
管
理
課
】

　

1
回
1
0
0
円
で
乗
車
で
き
る
「
ぐ

る
っ
と
バ
ス
」
を
、
渋
滞
対
策
の
一
環
と

し
て
大
宮
通
り
の
移
動
環
境
を
向
上
す
る

た
め
、
土
曜
･
日
曜
･
祝
日
を
中
心
に
運

行
し
て
い
ま
す
。
主
要
鉄
道
駅
と
奈
良
公

園
方
面
を
結
ぶ
赤
い
バ
ス
の
「
奈
良
公
園

ル
ー
ト
」、
主
要
鉄
道
駅
と
平
城
宮
跡
方

面
を
結
ぶ
青
い
バ
ス
の
「
平
城
宮
跡
ル
ー

ト
」
の
2
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
バ
ス
停
デ
ザ
イ
ン
に

気
づ
か
れ
ま
し
た
か
？

　

平
成
27
年
4
月
に
、
バ
ス
停
の
デ
ザ
イ
ン

を
一
新
し
ま
し
た
。
バ
ス
停
の
標
柱
全
体
に

各
ル
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
塗
装
し
、

「
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」
の
バ
ス
停
と
わ
か
り
や

す
く
し
ま
し
た
。
ま
た
、標
柱
を
4
面
化
し
、

路
線
図
、
時
刻
表
、
運
行
日
、
バ
ス
停
周

辺
マ
ッ
プ
な
ど
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

よ
り
使
い
や
す
い

バ
ス
に
向
け
て

　

春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
実
施
し
た
利
用
者
へ

の
調
査
で
は
、「
バ
ス

停
が
見
つ
け
や
す
か
っ

た
」
と
約
70
%
の
方
に
、

「
バ
ス
停
の
情
報
が
わ
か

り
や
す
か
っ
た
」
と
約

60
%
の
方
に
お
答
え
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
国
の
方
に
も

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
英
語
音
声
に
よ
る
車

内
案
内
、
バ
ス
停
の
ナ
ン

バ
リ
ン
グ
や
、
バ
ス
停
名

の
4
か
国
語
表
示
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
「
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」
は

さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く
、

利
用
し
や
す
い
バ
ス
を

め
ざ
し
、
皆
さ
ま
と
と

も
に
大
宮
通
り
を
よ
り

良
く
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

�

【
道
路
環
境
課
】

寒
い
冬
に
楽
し
さ
を

「
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」 を
さ
ら
に

わ
か
り
や
す
く
、使
い
や
す
く
！

昨冬のイルミネーションの様子

点
灯
期
間
:�

平
成
27
年
12
月
中
旬
〜

平
成
28
年
3
月
中
旬

点
灯
区
間
:�

佐
保
川
〜

油
阪
西
交
差
点
付
近

「ぐるっとバス」の詳しい運行情報は、
〈 HP「奈良公園･平城宮跡アクセスナビ 〉
http://www.nara-access-navi.com/

新しいデザインのバス停
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新大宮駅

東大寺

春日野国際
フォーラム
甍～I・RA・KA～

興福寺
国立博物館

大極殿

朱雀門
平城京
歴史館

平城宮跡

都跡小学校
JR奈良駅

近鉄奈良駅
奈良県庁

奈良県立
美術館

奈良市役所

大和西大寺駅

尼ヶ辻駅

大宮通り

平城京天平祭 猿沢池の植栽

ぐるっとバス

県営プール跡地事業仮設フェンス
燈花会

イルミネーション

大宮通りジャーナル　第 3号　2015年 10月発行
発行
編集

奈良県
県土マネジメント部まちづくり推進局
平城宮跡事業推進室

各事業に関するお問い合せ
　平城宮跡事業推進室
　奈良公園室
　地域デザイン推進課
　道路管理課
　道路環境課

Tel.0742-27-8973
Tel.0742-27-8036
Tel.0742-27-7521
Tel.0742-27-7502
Tel.0742-27-8667

イベント名 開催期間 開催場所 内容 問合せ先 料金

ぐるっとバス

●�平成 28年 3月末までの
土日祝日に加え、以下の
期間は毎日運行

・��10/24（土）～ 11/15（日）
・��3/1（火）～ 3/14（月）
●�ただし、12/12（土）、
12/13（日）、1/2（土）、
1/3（日）は運休

奈良市内 奈良公園ルートと平城宮跡ルートの 2ルートで運行中�
通年の土日祝日に加え、イベント期間等には、平日も運行

奈良交通お客様サービスセンター�
☎0742-20-3100

1 乗車 100円�
（小学生以上）

奈良県大芸術祭 9/1（火）～ 11/30（月） 奈良県内各地 幅広いジャンルの 600を超える文化芸術イベントが県内各地
で開催

奈良県大芸術祭実行委員会�
（県文化振興課）�
☎0742-27-8478

無料�
（一部有料）

檜皮・
お砂奉納千人行列 10/17（土）～ 10/18（日） 春日大社 社殿などの修繕に使用する檜皮、本殿に敷き詰める砂を、千

人行列によって運び奉納
奈良市観光協会
☎0742-27-8866

小学生以上
2,500 円

平城京天平祭・秋
2015 10/31（土）～ 11/8（日） 平城宮跡 古代行事の再現と花のフェア 平城京天平祭実行委員会�

☎0742-25-0707 無料

奈良マラソン 2015 12/12（土）～ 12/13（日） 鴻ノ池陸上競技場ほか
恒例となった大宮通りを走るマラソン�
主会場で EXPO開催（入場無料）

奈良マラソン実行委員会�
☎0742-81-8752 申込終了

春日若宮おん祭 12/15（火）～ 12/18（金） 春日大社�市内各地
春日大社の摂社である若宮神社の例祭（国の重要無形民俗文
化財）17日は「遷幸の儀」「御渡り式」等を行う

春日若宮おん祭保存会事務局��
0742-22-7788 無料

平城京歴史館　
Happy�New�Year! 1/1（祝）～ 1/3（日）

平城京歴史館

正月三が日開館�
抽選でオリジナルグッズプレゼント

平城京歴史館�
☎0742-35-8201

入館料�
一般 500円�
高大生 250円�
小中学生 200円

平城京歴史館
新春餅つき大会 1/10（日） ぜんざいのおもてなし（先着 200名様）

平城京歴史館�スペシャル
ウィンター 2016 1/26（火）～ 3/6（日） 手塚治虫「火の鳥」に関する展示

古事記のまつり 1/23（土）
奈良春日野国際
フォーラム
甍～ I・RA・KA～

「古事記朗唱大会」と「こども古事記かるた大会」を同時開催
観覧自由、参加者募集は 11月 20日まで

「古事記のまつり」実行委員会�
事務局�
☎06-4964-8868

無料

若草山焼き 1/23（土） 若草山 毎年 1月第 4土曜日に開催される、古都 ･奈良に早春を告げ
る伝統行事

若草山焼き行事実行委員会�
☎0742-27-8677（県奈良公園室） 無料

しあわせ回廊
なら瑠璃絵 2/8（月）～ 2/14（日） 奈良公園 春日大社、興福寺、東大寺という奈良を代表する三社寺を幻

想的な光の道でつなぐ
なら瑠璃絵実行委員会�
☎0742-20-0214 無料

日本書紀を語る
講演会

2/27（土） ならまちセンター テーマ：奈良市内の大型古墳と天皇系譜�
講　師：橿原考古学研究所　所長　菅谷�文則 「日本書紀を語る講演会」事務局�

☎03-5226-8537
無料�
（要申込）3/20（日） 春日大社　感謝・

共生の館
テーマ：春日の杜で、『古事記』を声に出して読む�
講　師：古事記朗誦家　大小田　さくら子

第 38回　なら芝能 3/21（月）
県庁前芝生広場�
（雨天時：奈良県文
化会館小ホール）

芝生を舞台とした能楽の演能会 NPO法人奈良能�
☎ 0742-22-2660

2,000 円�
（立ち席は無料）

奈良県立ジュニア
オーケストラ�
第 5回定期演奏会

3/27（日） 奈良県文化会館�
国際ホール 全国初の県立ジュニアオーケストラによる演奏会 県文化振興課�

☎ 0742-27-8917 無料
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